
医療のパーソナル化



東京大学附属病院代謝内科 山内敏正教授

• 遺伝因子と環境因子を定量的に測定することにより、最適な治療が実現可能

※第18回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第１回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第１７回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



嚥下検出ソリューション



医療・ヘルスケアの革新



IMECオンラインセミナーから引用



IMECオンラインセミナーから引用



第４回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第５回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第１９回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



未病・先制医療



第４回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第７回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第３回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



西根栄一著：「ヘルスケアビジネスの図本」から引用



東京大学高齢社会研究機構 飯島勝矢教授

• フレイル予防の3つの柱
• 良く食べる
• 良く話す
• 良く動く

※第20回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



⾧崎リハビリテーション病院 栗原正紀理事⾧

• 測定可能な体調測定によリハビリに掛ける負荷を決定したい
• リハビリ効果の見える化により、患者や家族の動機付けにつなげたい。
https://youtu.be/z6S8XiKcFWk
• リハビリ退院後の活動量のモニタが自立した生活には不可欠

急性期医療
（臓器別専門治療）
◆生活の準備

回復期
リハビリ病棟
■生活の再建

■地域生活

※第14回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



生活スタイルの変化
（withコロナ、postコロナ）



日経バイオテク資料から引用



求められる
ブレイクスルー



第２回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第６回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第１２回フレキシブル医療IT研究会講演資料から引用



第１回オンラインWG クラボウ様資料から引用



フレキシブルデバイスに
ついての医師からの意見

～小野寺宏先生 オンラインWG資料から抜粋～













最新のウエアラブル機器



リストバンド型の血圧、脈拍、SpO2センサ
https://www.bio-beat.com/long-term

リストバンド型の血圧、脈拍、SpO2センサを販売。血圧、SpO2、脈波、
皮膚温度などではCE認証済み、FDAは血圧、脈拍、SpO2認証済み。



リストバンド型の血圧計
https://aktiia.com/

PPG計測をベースに一時間に一回
の頻度で血圧を計測し、スマホに表
示します。薄い小型のリストバンド
形状をしており、バッテリー寿命は
1か月。2019年末にCEとFDAを認証
予定。



耳に装着する体温、心拍、SpO2センサ
https://www.cosinuss.com/products/

現在は深部体温測定用のセンサを発売中。5日間の連続測定が可能。第二世代では深
部体温に加えSpO2、心拍、心拍変動（ストレスチェック）機能を搭載する予定。耳
に挿入するタイプのため、リストバンド型に比べて動きが少なく、動きによる信号
の揺らぎも少ない。耳の形状は人によって異なるので、LMSの３つのサイズを準備。



指輪型の心房細動モニタ
https://www.i-skylabs.com/product

サムソンに所属していた技術者のベンチャー企業が作った指輪型のPPGセンサ。年間
75万人が心房細動を病院で診察し、13万人の人が無くなっているとの事。指先に近い
位置で脈波を取り、モーションセンサとディープラーニングにより、検出した脈波を
整形し、心房細動を検知できるとしています。無線給電と2日間連続での測定が可能。
2020年春にCEを認証予定。第二世代として血圧とグルコースレベルの検知を目指し
ている。



カード型の心電、心拍測定
https://www.mywiwe.com/en

一分間測定のSpO2、心電センサ。ウエ
アラブルではないが、手軽に持ち運べ
る事が特徴。



市場を獲得している
ウエアラブルセンサ



Dexcom社の血糖値モニタ

• 2019年の売り上げが$1.476B 。（2015年は$0.402B)
• 日本ではテルモが独占販売。
• 連続して血糖値をモニタ可能（針で侵襲）
• 通常に近い生活が可能になるため、欧米では1型糖尿病の患者に急速に普及。



iRhythm社の⾧期心電図モニタ

• 2019年の売り上げが$214M 。（2018年は$147M)
• ２週間連続して心電図をモニタ（非侵襲）
• ⾧期に渡ってモニターしないと判らない頻度の低い心房細動などを検出
• ペースメーカーの埋め込み判断に医師が活用



染谷研の取り組み



• 生体認証に用いられる静脈や指紋
の撮影、バイタルサインの一つ
である脈波を１枚のシート型
イメージセンサーで同時計測

• 世界最高感度を持つ柔らかい音響センサー
を開発し、心音の⾧期連続測定に成功

• 皮膚呼吸が可能な皮膚貼り付け型ナノメッシュセンサー


